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第
８
回
清
田
中
央
地
区

夏
ま
つ
り
開
催
＝
＝

町
連
主
催
の

「第
８
回
夏

ま

つ
り
」
が
令
和
元
年
７
月

２１
日
清
田
南
公
園
で
開
催
さ

れ
、
大
勢
の
清
田
中
央
地
区

町
内
会
会
員
が
夏
ま
つ
り
を

満
喫
し
ま
し
た
。
今
年
も
晴

天
に
恵
ま
れ
日
射
病
の
心
配

を
し
、
水
分
補
給
さ
れ
る
よ

う
に
注
意
い
た
し
ま
し
た
。

午
後
１
時
よ
り
開
催
し
、

大
勢
の
来
場
者
が
見
学
す
る

中
、
１
時
１０
分
か
ら
清
田
中

央
児
童
会
館
の
子
ど
も
達
の

ダ
ン
ス

・
舞
台
発
表
が
あ
り

暑
い
中
、
最
後
ま
で
頑
張

っ

て
発
表
を
し
て
く
だ
さ
り
、

子
ど
も
達
の
大
活
躍
に
さ
ら

に
、
子
ど
も
カ
ラ
オ
ケ
大
会

に
は
お
友
達
同
士
で
参
加
し

前
半
の
、
夏
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
て
頂
き
皆
さ
ん
か
ら
盛

大
な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。オ

ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
ら

て

く
だ
さ

っ
た
緑
風
太
鼓
の
演

奏
で

一
段
と
盛
り
上
が
り
、

午
後
４
時
の
開
会
式
は
、
鈴

木
町
連
会
長
の
挨
拶
、
来
賓

紹
介
で
は
、
小
角
清
田
区
長

を
始
め
、
北
海
道
議
会
議
員
、

札
幌
市
議
会
議
員
、
各
町
連

代
表
等
多
数
の
皆
さ
ん
よ
り

お
祝
い
の
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。晴

天
の
た
め
水
分
補
給
で

ジ
ュ
ー
ス
、
ビ
ー
ル
、
焼
き

鳥
等
な
ど
完
売
す
る
状
況
で

し
た
。
大
人
の
ビ
ー
ル
早
飲

み
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に

多
数
参
加
、
演
芸
発
表
は
舞

踊
等
と
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ど
の
発
表
に
も
大
き
な

拍
手
が
贈
ら
れ
、
夏
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

例
年
に
な
い
地
域
の
子
ど

も
、
大
人
の
大
勢
の
来
場
者

が
あ
り
、
夏
ま
つ
り
の
目
的
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
親
睦

・

交
流
が
は
か
ら
れ
、
地
域
住

民
の
温
か
い
心
に
触
れ
あ
う

夏
の
思
い
出
の

一
日
と
な
り

ま
し
た
。

清
田
中
央
町
連
環
境
衛
生
部

令
和
元
年
区
民
ま
つ
り

環
境
保
全
班
に

参
加
し
て

保
全
第
３
班
と
し
て
１３
時

か
ら
１５
時
ま
で
の
２
時
間
従

事
し
て
来
ま
し
た
。

例
年
通
り
各
単
町
の
部
長

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
ご
み

の
分
別
を
指
導
し
な
が
ら
来

場
者
の
協
力
に
よ
り
特
別
の

問
題
も
な
く
、
環
境
保
全
班

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
ま
し
て

人
員
の
確
保
に
力
を
入
れ
て

少
し
で
も
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
々
の
体
力
温
存
に
力

を
入
れ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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台
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清
田
田
地
元
町
町
内
会
　
南
里
　
正
三

清
田
西
町
町
内
会
　
大
和
田
克
己

清
田
メ
イ
■

ル
喜
寿
自
泊
会
　
大
藤
留
美
子

し
ん
え
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西
自
治
会
　
佐
崎
　
芳
郎

ヒ
ル
ズ
ガ
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デ
ン
清
田
町
内
会

谷
　
　
正
男

て
し
ま

っ
た
の
で
す
ｃ

早
く
正
常
な
状
態
に
戻
し

た
く
、
市
か
ら
の
助
成
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

９
月
１３
日
に
無
事
に
改
修
工

事
が
終
了
し
ま
し
た
。
安
全

で
安
心
な
使
い
勝
手
の
よ
い

町
内
会
館
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
地
元
の
会
舘
と
し

て
大
い
に
利
用
さ
れ
て
ゆ
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

清
田
中
央
町
連
体
育
部

心
地
よ
い
汗

７
月
７
日
爽
や
か
な
朝
、

体
育
部
主
催
の

「第
２８
回
歩

く
運
動
」
が
町
連
鈴
木
会
長

の
ご
挨
拶
の
後
、
清
日
緑
小

学
校
を
総
勢
６０
名
で
出
発
し

ま
し
た
。

目
指
す
は
白
旗
山
を
登
り

ふ
れ
あ
い
の
森
ま
で
約
１０
ｋｍ

の
行
程
だ
。

森
の
木
漏
れ
日
の
中
オ
ブ

ン
い
つ
ぱ
い
の
空
気
、
小
鳥

の
さ
え
ず
り
に
心
癒
さ
れ
足

取
り
も
軽
く
な
り
、
ふ
れ
あ

い
の
森
に
全
員
無
事
到
着
。

そ
こ
に
は
体
育
部
員
の
心

尽
く
し
の
ジ
ン
ギ
ス
汗
に
舌

鼓
、
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー
ス
で

喉
を
潤
し
、
お
に
ぎ
り
で
お

腹
を
満
た
し
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
た

一
日
と
な
り
ま
し

た
。来

年
第
２９
回
の
開
催
を
目

指
し
部
員

一
同
、
心
を

一
つ

に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

清
田
団
地
元
町
町
内
会

『あ
の
地
震
か
ら

一
年
、
会
館
の
改
修
終
了
』

胆
振
東
部
地
震
が
起
き
て

１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
清
田

地
区
で
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
た
方
が
た

く
さ
ん
お
ら
れ
た
か
と
思
い

ま
す
。

元
町
町
内
会
で
も
、
会
館

で
あ
る
清
武
舘
が
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
地
盤
の

ズ
レ
や
陥
没
に
よ
り
、
建
物

全
体
が
捻
じ
れ
状
態
と
な

っ

清
田
中
央
町
連
女
性
部

清
田
区
女
性
大
会

清
田
区
女
性
大
会
が
清
田

区
役
所
に
て
８
月
２８
日
に
開

催
さ
れ
、
講
師
の
平
川
英
知

様

（豊
平
警
察
署
生
活
安
全

課
生
活
安
全
係
長
）

『オ
レ

オ
レ
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め

に
』
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
札
幌
の
大
都
会
で

の
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
、
今

ま
で
に
１
４
９
件
あ
り
金
額

が
莫
大
で
、
３
億
５
千
万
円

が
被
害
遭
わ
れ
て
い
ま
す
。

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
寸
劇
を
見
て
特

殊
詐
欺
の
勉
強
を
行
な
い
ま

し
た
。
①
電
話
で
の
オ
レ
オ

レ
詐
欺
で
は
、
オ
レ
オ
レ
と

息
子
の
名
前
を
聞
き
出
し
、

次
に
だ
ま
し
取
れ
そ
う
な
金

額
を
言
っ
て
く
る
。
相
手
を

焦
ら
せ
る
。
そ
の
時
平
常
心

を
失
な
わ
ず
、
被
害
に
遭
わ

な
い
様
に
し
ま
し
よ
う
。
②

次
に
融
資
保
証
金
詐
欺
で
す
。

役
所
の
方
か
ら
医
療
費
の
還

付
金
が
戻

っ
て
来
る
電
話
が

あ
り
ま
し
て
も
、
戻

っ
て
来

る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
③
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
お
金

の
話
が
あ
れ
ば
、
詐
欺
を
疑

う
事
と
不
審
な
電
話
は

一
人

で
決
め
ず
、
誰
か
に
相
談
す

る
こ
と
等
、
警
察
に
も
相
談

し
て
下
さ
い
。
チ
ラ
シ

・
電

話
で
詐
欺
防
止
を
身
近
な
人

に
も
お
話
を
し
て
頂
き
、
広

め
て
い
つ
て
下
さ
い
と
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

小 高 小 池
王 橋 原 田

仁 信 鉄 次
志 隆 也 郎

町
連
防
災
防
犯
部

令
和
元
年
度

令
和
元
年
８
月
３１
日
出
午

後
１
時
よ
り
午
後
４
時
ま
で

札
幌
市
立
北
野
小
学
校
に
お

い
て
、

「令
和
元
年
度
清
田

区
防
災
訓
練
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
北
野
Ａ
班
、
北
野

Ｂ
班
、
平
岡
班
、
清
田
中
央

班
、
清
田
班
、
里
塚

・
美
し

が
丘
班
、
札
幌
市
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
班
の
７
班
が
グ

ラ
ン
ド
に
集
合
し
、
班
単
位

や
、
複
数
班
で
、
以
下
の
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
発

災
対
応
訓
練

（救
出
、
搬
送
、

応
急
救
護
訓
練
）
、

（以
下
、

訓
練
を
省
略
）
、
給
水
、
防

災
資
機
材
取
扱
、
煙
道
通
過
、

防
災
用
品
展
示
見
学
、
応
急

処
置
、
避
難
所
見
学
、
避
難

所
運
営
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
ロ
ー
プ

清
田
区
防
災
訓
練
の
実
施

結
東
、　
エ
ア
ー
テ
ン
ト
設
置
、

災
害
時
使
用
機
材
展
示
、
災

害
支
援
型
自
動
販
売
機
、
災

害
時
使
用
車
両
展
示
、
ペ
ッ

ト
の
取
扱

（啓
発
）
」
の
１５

種
類
を
、
移
動
し
な
が
ら
、

休
憩
を
交
え
て
体
験
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
従
来
よ
り
新

し
い
内
容
の
豊
富
な
、
印
象

深
い
訓
練
で
し
た
。

次
に
、
全
員
が
体
育
館
に

移
動
し
て
、
北
海
道
地
域
防

災
マ
ス
タ
ー

（防
災
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
ナ
ー
）

・
水
口
綾
香

さ
ん
を
講
師
に
し
て

「防
災

講
演
会
」
の
研
修
を
受
け
ま

し
た
。
今
後
の
防
災
を
考
え

る
上
で
、
大
変
、
示
唆
に
富

ん
だ
内
容
で
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

し
ん
え
い
西
自
治
会

自
治
会
懇
親
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
を
盛
大
に
開
催

し
ん
え
い
西
自
治
会
は
、

９
月
１
日
国
自
治
会
懇
親
焼

肉
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
ま
し

た
。今

年
は
な
ん
と
１
２
６
人

の
参
加
者
が
あ
り
、
盛
大
な

パ
ー
テ
ィ
と
な
り
ま
し
た
ｃ

本
年
は
、
鈴
木
町
連
会
長
、

今
南
中
央
町
内
会
長
、
高
橋

高
台
町
内
会
長
代
理
の
ご
来

賓
を
い
た
だ
き
、
■
時
３０
分

に
開
始
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
９
月
に
し
て
は

絶
好
の
秋
晴
れ
、
し
か
も
真

夏
日
に
近
い
ほ
ど
の
好
天
と

な
り
、
日
陰
が
恋
し
い
天
候

と
な
り
ま
し
た
ｃ

先
ず
花
松
会
長
の

「年
に

一
度
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
で
す
ｃ

し
っ
か
り
と
親
睦
を
深
め
て

く
だ
さ
い
。
」
と
の
挨
拶
に

続
い
て
、
ご
来
賓
の
鈴
木
町

連
会
長
か
ら
の
ご
挨
拶
の
後
、

全
員
で
乾
杯
を
し
ま
し
た
。

行
事
の
中
ほ
ど
で

「緑
風

太
鼓
」
の
演
奏
、
児
童
絵
画

展
の
表
彰
に
続
い
て
ビ
ン
ゴ

大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は

「
た
ち
ば
な
」
そ

ば
店
様
の
メ
ロ
ン
の
寄
贈
が

あ
り
、
ビ
ン
ゴ
特
別
賞
と
し

て
メ
ロ
ン
ー
個
を
ゲ
ッ
ト
し
、

に
ん
ま
り
の
会
員
が
５
人
ほ

ど
い
ま
し
た
。

今
年
も
秋
空
の
も
と
多
数

の
会
員
が
参
加
し
、
予
定
の

時
間
も
瞬
く
間
に
過
ぎ
、
午

後
２
時
に
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。



(2)令和元年 10月 21日 清田中央地区 [B]連だより 第 63号

清
田
西
町
町
内
会

町
内
会
の
あ
ゆ
み

当
町
内
会

（区
域

一
清
田

８
条
２
丁
目
）
は
、
西
側

（バ
ス
通
り
）
を
除
け
ば
三

方
を
清
田
南

公
園

・
緑
地

帯

・
調
整
区
域
に
囲
ま
れ
た

小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え

る
閉
静
な
住
宅
街
で
す
。

町
内
に
は
昭
和
３９
年
に
５

戸
が
移
住
、
徐
々
に
世
帯
数

が
増
加
し
、
昭
和
５３
年

に

「清
田
団
地
西
町
４
丁
目
町

内
会
」
と
し
て
世
帯
数
２
４

７
戸
で
発
足
し
ま
し
た
。

発
足
か
ら
４０
数
年
経
過
し
、

時
代
も
昭
和
、
平
成
、
令
和

と
変
わ
り
、
世
帯
数
も
３
７

０
戸

（班
数

１１
）
を
超
え

「幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

「
お
互

い
に
助
け
合
う
ま

ち
」
を
目
指
す
た
め
、　
一
人

で
も
多
く
の
会
員
さ
ん
が
顔

見
知
り
と
な
る
町
内
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

清
田
第
二
町
内
会

わ
が
町
、第
二
町
内
会

羊
ヶ
丘
通
り
に
面
し
、
清

田
３
号
線
で
南
北
に
分
割
。

ト
ン
ネ
川

（遊
歩
道
工
事

中
）
と
清
田
川
を
抱
く
地
域
、

４２
年
前
、
昭
和
５２
年
よ
り
大

規
模
入
居
開
始
、
昭
和
５８
年

第
２
町
内
会
発
足
、
現
在
は

世
帯
数
３
２
０
世
帯
、
会
長

諄

夢

．

て

い
ま

菫
一

は
山
下
さ
ん
。
福
祉
会
館
、

小
中
学
校
、
ス
ー
パ
ー
が
あ

り
、
病
院
そ
し
て
羊
ヶ
丘
、

３６
号
線

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
徒

歩
圏
内
、
生
活
環
境
良
好
。

昨
年
末
、
３
世
帯
の
若
夫
婦

が
新
築
入
居
。
町
内
会
は
そ

れ
ぞ
れ
の
方
面
で
活
動
し
た

経
験
豊
富
な
方
た
ち
で
運
営
。

令
和
元
年
は
特

に
ゴ
ミ

ボ
ッ
ク
ス
の
刷
新
、
会
則
変

更
を
行
い
ま
す
ｃ

清
田
南
町
町
内
会

春
の
行
楽
行
事

「桜
と
温
泉
の
旅
」

今
年
は
、
北
空
知
の
美
し

い
町
、
秩
父
別

・
深
川
方
面

へ
出
か
け
ま
し
た
ｃ

３２
名
の

参
加
者
が
あ
り
、
天
気
に
恵

ま
れ
て
、
楽
し
い
旅
が
で
き

ま
し
た
。

５
月
１２
日
、
札
幌
は
桜
の

シ
ー
ズ
ン
は
終
り
ま
し
た
が
、

秩
父
別
は
シ
ー
ズ
ン
の
盛
り

で
し
た
。
羊
の
見
学
や
郷
土

館
で
は
地
域
の
事
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ち

っ
ぷ

・
ゆ
う

・
ゆ
で
温

泉
に
つ
か
り
、
会
食
。

帰
り
は
、
深
川
の
道
の
駅

で
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
米
や
新
鮮
な
野

菜
が
豊
富
に
あ
り
、
ど
れ
に

し
よ
う
か
迷
い
ま
し
た
。

清
田
メ
イ
ュ
ー
ル
喜
寿
自
治
会

夏

祭

り

８
月
４
日
暑
い
日
差
し
の

下
で
、
こ
ど
も
七
夕
と
夏
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
ｃ

子
供
達
は
、
七
夕
飾
り
付

け
に
始
リ
ス
パ
ー
ボ
ー
ル
す

く
い
。
輪
投
げ

・
射
的

・
く

じ
当
の
イ
ベ
ン
ト
で
大
歓
声

を
上
げ
、
パ
ラ
ソ
ル
席
で
は

ビ
ー
ル

・
ジ
ュ
ー
ス
の
早
飲

み
大
会
が
あ
り
、
焼
鳥

・
ジ

ン
ギ
ス
汗
等
の
食
べ
物
が
振

舞
わ
れ
た
。

会
館
内
で
は
、
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

の
余
興
で
大
笑
い
、
ジ
ャ
ン

ケ
ン
大
会
と
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
大
盛
り
上
り
、
皆
様
楽
し

い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

清
田
第
四
町
内
会

「
こ
ど
も
七
夕
と

夏
ま
つ
り
」

８
月
２４
日
に
当
自
治
会
広

場
に
於
い
て
夏
祭
り
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
ｃ

前
日
か
ら
の
雨
で
天
候
が
、

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
午
後

か
ら
晴
れ
間
も
出
少
し
肌
寒

む
さ
の
中
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
ｃ

夏
祭
り
に
は
、
大
人
と
子

ど
も
合
わ
せ
８０
人
程
の
会
員

清
田
第
二
町
内
会

女
性
部
日
帰
り
旅
行

７
月
２７
日
、
雨
混
じ
り
の

曇
り
空
の
中
、

３３
名
参
加
の

も
と
バ
ス
で
出
発
。
定
山
渓

を
通
る
道
は
山
の
緑
が
き
れ

い
で
す
。

朝
里
ク
ラ
ッ
セ
ホ
テ
ル
に

到
着
す
る
と
急
に
晴
天
に
な

り
ま
し
た
。
森
の
中
の
露
天

風
呂
に
浸
っ
た
り
、
朝
里
川

遊
歩
道
を
散
歩
し
た
り
と
自

由
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
食
は
、
和
洋
食
の
お
弁

当
で
、
デ
ザ
ー
ト
に
杏
仁
豆

腐
。
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

食
後
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

は
、
３
種
類
の
違
い
は
あ
る

も
の
の
、
全
員
が
景
品
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

帰
り
は
、
新
南
樽
市
場
で

海
産
物
な
ど
を
買
い
、
全
員

元
気
で
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

が
参
加
し
焼
肉
、
生
ビ
ー
ル
、

く
じ
引
き
等
で
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

当
日
は
風
が
強
く
花
火
が

中
止
に
な
っ
た
の
が
残
念
で

す
が
、
自
治
会
の
恒
例
行
事

で
あ
る
夏
祭
で
会
員
同
士
の

交
流
が

一
層
深
ま
り
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

清
田
団
地
元
町
町
内
会

『歩
道
美
化
事
業

の
花
植
え
』

元
号
が
令
和
に
変
わ
り
、

ひ
と
月
が
過
ぎ
た
６
月
１
日

に
歩
道
美
化
事
業
の
花
植
え

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
ら
し
い
清
々
し
い
天
気

の
な
か
、
ゆ
う
あ
い
ク
ラ
ブ

の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

総
勢
２７
名
が
高
杉
会
長
の
挨

拶
後
に
、
３
班
に
分
か
れ
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

花
の
苗
を
配
る
人
、
雑
草

を
抜
き
起
こ
す
人
、
水
を
ま

く
人
、
苗
を
植
え
る
人
、
そ

し
て
仕
上
げ
に
周
り
を
き
れ

い
に
す
る
人
な
ど
、
分
担
と

協
力
を
し
な
が
ら
の
２
時
間

余
り
の
作
業
で
し
た
。

心
地
よ
い
疲
れ
と
帰
宅
後

の
昼
ご
飯
を
楽
し
み
に
解
散

と
な
り
ま
し
た
。

清
田
東
町
町
内
会

子
ど
も
盆
踊
り
大
会

８
月
１０
日
初
日
か
ら
雨
模

様
の
天
候
、
先
週
の
猛
暑
も

過
ぎ
予
定
通
り
の
開
催
と
な

る
。
子
供
盆
踊
り
も
出
足
は

鈍
く
近
隣
か
ら
の
参
加
が
目

立

っ
た
。
メ
イ
ン
の
焼
鳥
、

焼
ソ
バ
、
生
ビ
ー
ル
と
子
供

会
出
店
も
順
調
。
翌
日
も
好

調
な
ス
タ
ー
ト
で
予
定
よ
り

早
め
の
準
備
で
メ
イ
ン
商
品

は
完
売
。
子
供
会
の
大
鼓
た

た
き
に
小
学
生
が
中
心
で
３

名
の
新
人
、
計
６
名
で
行
う
。

恒
例
の
子
供
仮
装
踊
り
に

Ｈ
組
が
参
加
し
見
事

ス
ー

パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
の
Ｓ
君
が
優

勝
し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
子
供
参
加
延
べ
１
５
０

名
。
役
員
の
応
援
、
多
く
の

招
待
席
の
方
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

清
田
南
中
央
町
内
会

夏
祭
り
開
催

清
田
南
中
央
町
内
会
で
は
、

焼
肉
祭
り
を
開
催
。
会
場

（清
栄
公
園
）
で
は
大
勢
の

人
た
ち
が
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋

を
囲
み
な
が
ら
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
も
う
も
う
と

煙
を
上
げ
焼
き
上
が

っ
た
肉

を
次
か
ら
次
べ
と
口
に
運
ん

で
い
ま
し
た
。

売
店
で
は
焼
き
鳥
、
お
に

ぎ
り
、
飲
み
物
も
用
意
さ
れ

て
い
た
が
早
々
と
完
売
す
る

な
ど
盛
況
と
な
り
、
間
も
な

く
会
場
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

ヽ
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■
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大

会

が

。

会

場

内

か

ら

″
リ
ー
チ
ー
′

や
ら

″ビ
ン

ゴ
ー
′

の
歓
声
が
上
が
る
中
、

会
長
賞
と
し
て
用
意
さ
れ
た

大
玉
メ
ロ
ン
を
手
中
に
し
て

大
喜
び
の
子
供
も
。
予
想
を

上
回
る
参
加
者
に
、
役
員
た

ち
は
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。
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薔由会
清
田
み
な
さ
ん
会

浪
曲

□
演
会

７
月
１５
日
に
清
田
み
な
さ

ん
会
で
は
、
文
化
庁
芸
術
祭

新
人
賞
を
受
賞
し
た
夫
が
若

手
浪
曲
師
で
妻
が
曲
師
の
東

家

一
太
郎
夫
婦
の
息
の
合

っ

た
語
り
と
節
を
つ
け
て
う
た

う
浪
曲
口
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

昔
は
い
つ
も
ラ
ジ
オ
か
ら

広
沢
虎
造
の
清
水
次
郎
長
伝

な
ど
の
浪
曲
が
流
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
で
は
浪
曲
を
聞

く
機
会
も
な
く
な

っ
て
い
ま

す
。
今
回
、
音
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
懐
か
し
く
浪
曲
を

聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
後
に
清
水
次
郎
長
伝
の

「旅
ゆ
け
ば
駿
河
の
国
の
茶

の
香
り
」
の

一
節
を
東
家
師

匠
に
習
い
合
唱
し
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一月
ｍ口
音同
ム
ロ
音同
圭
宥
〈
〓

新
緑
初
夏
の
旅

６
月
５
日
、

２６
人
の
方
と
、

カ
ル
ル
ス
温
泉

へ
行
き
ま
し

た
。
雨
模
様
で
し
た
が
、
そ

れ
ほ
ど
濡
れ
る
こ
と
な
く
、

皆
元
気
で
楽
し
い
旅
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

バ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
饒

舌
な
ト
ー
ク
で
退
屈
す
る
こ

と
な
く
車
中
が
短
く
感
じ
ま

し
た
ｃ

洞
爺
湖
の
水
の
駅
も
初
め

て
と
い
う
人
が
多
く
新
鮮
な

野
菜
な
ど
、
洞
爺
産
の
物
産

に
目
を
見
張

っ
て
い
ま
し
た
。

夜
の
宴
会
で
は
色
々
な
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
く
れ
る

方
が
い
て
、
大
爆
笑
の
中
お

酒
も
す
す
み
、
持
ち
込
ん
だ

お
酒
も
す
っ
か
り
な
く
な
り

ま
し
た
。
大
満
足
の
身
も
心

も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
新
緑
の

旅
で
し
た
。

清
田
十
五
日
会

絆
を
強
め
た

演
芸
発
表
会

娯
楽
部
が
企
画
す
る
第
３２

回
演
芸
発
表
会
は
、
例
会
日

の
８
月
１８
日
に
出
席
者
４５
名

（出
席
率
８２
％
）
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
時
代
最
初
の
発
表
会

と
あ

っ
て
、
３
つ
の
班
が
各

班
毎
に
全
班
員
に
よ
る
合
唱

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、

全
員
が

一
回
は
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
る
こ
と
に
な
り
、

「
私

も
参
加
し
て
い
る
発
表
会
」

の
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

飛
入
り
出
席
が
現
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
７
種
許
演
目

の
出
し
物
は
過
去
最
多
と
な

り
、
最
後
に

「
北
海
盆
唄
」

を
賑
や
か
に
歌

っ
て
踊

っ
て
、

会
員
相
互
の
絆
を
強
め
合
い

ま
し
た
。

し
ん
え
い
西
自
治
会

は
る
に
れ
会

ひ
と
足
早
い
秋
を
求
め
て
日
高
路
ヘ

ゴ
ル
フ
、
麻
雀
、
温
泉
入
浴

等
思
い
の
ま
ま
過
ご
し
た
後

は
、
い
よ
い
よ
夕
食
懇
親
会
。

瀬
戸
山
会
長
の
挨
拶

一
と

に
か
く

一
泊
旅
行
に
参
加
し

て
、
そ
こ
に
い
ろ
い
ろ
な
出

会
い
が
あ
り
、
冒
険
が
あ
り
、

味
が
あ
り
、
ふ
れ
あ
い
が
あ

る
。
ま
ず
は
飛
び
出
そ
う
」

に
続
い
て
、
坪
坂
顧
間
の
乾

杯
で
夕
食
懇
親
会
が
始
ま
り
、

カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
ン
ゴ
で
盛
り

上
が
り
、
夜
の
更
け
る
の
も

忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

翌
日
は
、
二
風
谷
公
園

（平
取
町
）
～
ぼ
ぼ
ん
た
市

場

（鵡
川
町
）
～
ウ
ト
ナ
イ

湖
を
め
ぐ
り
午
後
２
時
３０
分

帰
着
い
た
し
ま
し
た
。
参
加

者
の
陰
の
声

一来
年
も
絶
対

に
行
く
ぞ
―
」
で
す
。

か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

事
故
も
な
く
帰
り
の
バ
ス

の
中
で
も
、
大
い
に
盛
り
あ

が
り
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

清
田
中
央

・
東
友
会

日

帰

り

旅

行

７
月
１
日
、
日
帰
り
旅
行

を
行
い
ま
し
た
ｃ

参
加
者
２５
名
、
９
時
３０
分
、

温
泉
の
送
迎
バ
ス
に
て
南
幌

温
泉

へ
と
向
い
ま
し
た
。
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
気
持
の
良

い
バ
ス
旅
で
し
た
。

温
泉
に
到
着
後
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
向
か
う
者
、
宿

に
残
る
者
と
二
組
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
温
泉
に
ゆ
っ
く
り

入
り
、
そ
の
後
は
美
味
し
い

昼
食
と
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が

ら
、
恒
例
の
イ
モ
こ
ろ
が
し

ゲ
ー
ム

・
カ
ラ
オ
ケ
で
賑
や

,「…
.」 ,・ i女 ≠ 発 状 会

は
る
に
れ
会
有
志
Ｖ
名
は

９
月
８
日
個
～
９
日
明
の
２

日
間
に
わ
た

つ
て
ひ
と
足
早

い
秋
を
求
め
て
日
高
路

へ
の

一
泊
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

台
風
襲
来
も
予
期
さ
れ
ま
し

た
が
、
気
象
台
に
直
接
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

「
間
違

い
な
く
秋
晴
れ
」
と
の
判
断

を
い
た
だ
き
、
幹
事
さ
ん
は

自
信
を
も

っ
て
今
回
の
旅
行

を
敢
行
し
た
次
第
で
す
。
参

加
者
は
透
き
通
る
様
な
秋
空

の
も
と
、
９
時
に
集
合
。
出

発
。
え

こ
り
ん
村

（恵
庭

市
）
～
厚
真
町
地
震
災
害
復

旧
現
場
～
巨
大
赤
石
見
学

（占
冠
村
）
を
経
て
宿
泊
先

の

「
日
高
高
原
荘
ホ
テ
ル
」

に
１５
時
２０
分
到
着
。
夜
の
会

食
ま
で
の
時
間
は
、
パ
ー
ク~,■       ,

清
田
悠
悠
ク
ラ
ブ

〈
一
寸
し
た
贅
沢
）

毎
年
、
春
の
花
見
／
夏
場

の
日
帰
り
旅
行
に
Ｋ
社
の
バ

ス
を
利
用
し
て
い
た
が
今
年

か
ら
諸
般
の
事
情
で
取
り
止

め
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
全
員
が
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
年
中
行
事
を

止
め
る
わ
け
に
も
い
か
ず
苦

慮
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
、
高
齢
者
割
引

タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
思
い
立

ち
、
今
年
は
八
紘
学
園
で
開

催
中
の

″あ
や
め
ク
を
愛
で

な
が
ら
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
計

画
。生

憎
の
雨
模
様
と
な

っ
た

も
の
の
、
雨
に
煙
る
あ
や
め

の
健
気
な
美
し
さ
と
胸
に
染

み
入
る
ビ
ー
ル
と
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
ん
で
来
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
贅
沢
な

一

日
で
し
た
。

お
は
よ
～
○
○
検
査
ど
う

だ

っ
た
？
こ
れ
は
、
月
例
会

直
前
の
風
景
で
す
。

変
わ
ら
ぬ
話
で
す
が
、
今

を
生
き
る
私
達
は
、
多
様
化

す
る
時
代
変
化

上
局
齢
化
に

起
因
す
る
困
り
事
や
自
然
災

害
に
対
す
る
不
安
、
人
と
の

繋
が
り
の
希
薄
は
変
わ
る
時

代
を
実
感
し
ま
す
。

特
に
進
む
生
活
の
多

様
化
、
定
年
延
長
の

働
き
方
等
は
、
ク
ラ

ブ
の
活
動
力
低
下
、

会
員
増
の
困
難
さ
は
深
刻
な

現
状
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
を

何

一
つ
知
ら
な
か
っ
た
と
の

声
を
聞
く
時
、
地
域
活
動
の

一
翼
を
担
う
老
人
ク
ラ
ブ
が

実
際
に
役
立

っ
て
い
る
現
状

は
、
限
（疋
的
共
有
？
と
思

つヽ

一
方
で
、
私
達
の
発
信
不
足

で
地
域
に
浸
透
せ
ず
、
認
知

度
が
低
い
の
か
と
考
え
る
の

は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

話
は
戻
り
ま
す
。

例
の
検
査
結
果
Ｏ
Ｋ
だ

っ

た
の
、
ホ
ン
ト
？
良
か
っ
た

ネ
。
皆
さ
ん
月
例
会
始
ま
り

ま
す
。
月
例
報
告
、
脳
ト

レ

・
タ
オ
ル

・
ボ
ー
ル
体

操

・
ビ
ン
釣
リ
ゲ
ー
ム

・
子

老
人
ク
ラ
ブ

「清
田
南
寿
会
」

人
と
「
つ
な
が
る
」
仕
組

「
つ
な
げ
る
」
行
動

供
の
よ
う
な
こ
ぼ
れ
る
笑
顔

で
、
ふ
と
感
じ
る
事
、
南
寿

会
つ
な
が
つ
て
る
な
―
。
始

め
て
知
る
会
員
さ
ん
、
南
寿

会

っ
て
楽
し

い
、
よ
か

っ

た
―
と
の
声
は
、
嬉
し
い
声

で
す
。
今
、
顔
の
見
え
る
私

達
の
集
い
か
ら
生
ま
れ
る
も

の
、
集
う
か
ら
ふ
れ
合
え

る

・
ふ
れ
合
う
か
ら
つ
な
が

り
、
つ
な
が
る
事
で
気
に
か

け
、
共
助
が
生
ま
れ
ま
す
。

昨
年
の
胆
振
東
部
地
震
の

発
生
か
ら
早
や
１
年
、
仮
に

も
つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
、

連
携
不
足
等
が
連
鎖
す
れ
ば
、

地
域
活
動
力
全
体
に
影
響
し

ま
す
。
互
い
の
知
恵
と
力
を

出
し
合
い

「
つ
な
が

る
」
仕
組
み
と

「
つ

な
げ
る
」
行
動
を
共

有
す
れ
ば
、
必
ず
や

つ
な
が
り
は
進
化
す

る
は
ず
で
す
。
な
ぜ
必
要
な

の
か
？
自
助
の
次
に
あ
る
確

か
な

「
つ
な
が
り
」
は
共
助

と
な
り
、
互
い
の
心
の
安
心

を
生
む
か
ら
で
す
。

私
た
ち
も
会
員
仲
間
と
共

に
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
地

域
に
役
立
ち
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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星
空
子
ど
も
会

星
空
子
ど
も
会
の

「夏
」

清
田
南
小
学
校
の
夏
休
み

が
始
ま

っ
た
７
月
２７
日
、
清

田
５
条
２
丁
目
の
ど
ん
ぐ
り

公
園
で

「星
空
子
ど
も
会
」

の
２
つ
の
行
事
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、

朝
は
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
と

大
人
が
恒
例
の
ラ
ジ
オ
体
操

で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

夜
６
時
か
ら
は
お
待
ち
か

ね
の
花
火
大
会
で
す
。
ま
だ

明
か
る
く
、
花
火
に
は
少
し

早
い
か
な
と
思
わ
れ
ま
し
た

が
、

５０
人
近
く
集
ま

っ
た
子

ど
も
た
ち
は

「清
田
十
五
人

会
」
の
大
人
の
方
々
の
お
手

伝
い
を
受
け
な
が
ら
花
火
を

楽
し
み
ま
し
た
。

こ
う
し
て

「星
空
子
ど
も

会
」
の
夏
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ビ
バ
ー
ヒ
ル
ズ
子
ど
も
会

楽
し
い
行
事
が

い
っ
ぱ
い
！

こ
ん
に
ち
は
！
ビ
バ
ー
ヒ

ル
ズ
子
ど
も
会
は
、
ヒ
ル
ズ

ガ
ー
デ
ン
に
住
む
幼
児
゛
小

学
生
～
高
校
生
ま
で
多
く
の

子
ど
も
が
い
ま
す
。

行
事
は
楽

し

い
も

の
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

４
月

の

「
新
入
生
歓
迎

会
」
で
は
楽
し
い
ゲ
ー
ム
に

お
い
し
い
ラ
ン
チ
で
新
１
年

生
を
迎
え
ま
す
。

７
月
は
町
内
会
の
お
祭
り

に
子
ど
も
会
と
し
て
出
店
し
、

子
ど
も
達
が
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
活
躍
し
ま
す
。

そ
の
姿
は
大
人
顔
負
け
の

店
員
ぶ
り
で
す
。

準
備
や
当
日
の
活
動
で
ア

イ
デ
イ
ア
を
出
し
進
ん
で
行

動
す
る
子
ど
も
達
に
、
後
ろ

で
見
て
い
る
大
人
は
本
当
に

感
動
し
ま
す
。

お
祭
り
の
最
後
に
盆
踊
り

の
大
鼓
を
叩
く
姿
も
大
変
立

派
で
し
た
。

夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
で

は
、
み
ん
な
の
前
に
立
ち
、

元
気
よ
く
体
操
を
し
、
笑
顔

で
ス
タ
ン
プ
を
押
し
、
よ
く

頑
張

っ
て
い
ま
し
た
。

８
月
に
は
、
七
夕
会
＆
星

空
観
察
会
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ろ
う
そ
く
だ
～
せ
♪
」
と

歌
い
な
が
ら
各
家
庭
を
訪
問

し
、
お
や
つ
を
も
ら
い
ま
す
。

そ
の
歌
声
に
夏
を
感
じ
ま
す

よ
。
た

っ
ぷ
り
お
や
つ
を
も

ら
っ
た
後
に
は
、
青
少
年
科

学
館
の
移
動
天
文
台
に
来
て

も
ら
い
星
空
観
察
を
し
ま
す
。

七
夕
に
ち
な
ん
だ
星
の
お

話
も
聞
け
ま
す
よ
。
あ
い
に

く
今
年
は
雨
で
し
た
が
、
晴

れ
れ
ば
素
晴
ら
し
い
星
空
が

見
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

９
月
は
ビ

ツ
ク
イ
ベ
ン
ト

一
北
海
道
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
」
へ
行
き
ま
す
‐
ノヾ
ス
送

迎
ラ
ン
チ
付
き
の
ツ
ア
ー
で

子
ど
も
達
は
大
変
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

や
６
年
生
を
送
る
会
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
行
事
が
待

っ

て
い
ま
す
ｃ

元
気
で
明
る
い
子
ど
も
達

が
イ
キ
イ
キ
と
活
動
す
る
姿

は
、
見
て
い
て
元
気
を
も
ら

え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し

い
行
事
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
成
長
し
て
い
っ
て
は

し
い
と
思
い
ま
す
。

メ
イ
ュ
ー
ル
子
ど
も
会

ラ
ジ
オ
体
操

今
年
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
朝

か
ら
温
度
の
高
い
日
が
多
く

西
町
そ
よ
か
ぜ

七
夕
ま
つ
り

「ろ
う
そ
く
出
せ
」

８
月
７
日
は
北
海
道
の
七

夕
の
日
、
午
後
４
時
過
ぎ
に

「
ろ
う
そ
く
出
せ
出
せ
よ
出

さ
な
い
と
か
っ
ち
ゃ
く
ぞ
」

の
可
愛
い
声
が
町
内
に
響
き

渡
り
ま
す
。

町
内
会
館
前
で
、
町
内
会

長
が
用
意
し
て
く
れ
た
柳
の

枝
に
子
ど
も
達
が
願
い
事
を

書
い
た
短
冊
を
吊
る
し
、
各

自
お
菓
子
を
貰

っ
て
か
ら
友

だ
ち
と
町
内
を
ま
わ
り
ま
す
。

３０
年
以
上
前
か
ら
続
い
て

い
る
西
町
の
子
ど
も
行
事
に

子
ど
も
会
も
ち
ょ
こ
っ
と
参

加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
夏
休
み
の
思

い
出
と
し
て
、
こ
の
行
事
が

い
つ
ま

で
も
続
く
こ
と
を

願

っ
て
い
ま
す
。

猛
暑
続
き
で
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
は
元
気
に
参
加
し
、

６
年
生
の
会
長

・
副
会
長
も

お
手
本
や
シ
ー
ル
貼
り
を
毎

日
頑
張

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

『
お

は

よ
う

ご

ざ

い
ま

す
。
』

『あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
』
と
挨
拶
も
し
っ

か
り
で
き
、
み
ん
な
小
さ
い

頃
か
ら
見
か
け
て
い
ま
し
た

が
、
と
て
も
頼
も
し
い
最
上

級
生
に
成
長
し
た
の
を
感
じ

ま
し
た
。

後
半
に
雨
で
中
止
の
日
も

あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
日
は

ほ
と
ん
ど
の
子
が
集
ま
り
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

清
田
第
五
町
内
会

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
会

子
ど
も
た
ち
が
メ
イ
ン
の

３
大
イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
、
ラ

ジ
オ
体
操
が
７
月
２７
日
か
ら

８
月
９
日
の
２
週
間
で
行
な

い
ま
し
た
。

夏
休
み
が
始
ま

っ
た
７
月

２６
日
に
清
田
中
央
地
区
子
ど

も
会
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
な
わ

れ
、
翌
日
か
ら
同
じ
清
田
西

公
園
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

期
間
中
、
参
加
し
た
総
人

数
が
子
ど
も
は
７
５
０
人
、

大
人
が
２
５
０
人
で
１
０
０

０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
い
に
く
最
終
日
は
雨
で

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
参

巌 鶴

加
賞
の
受
け
と
り
に
３０
人
が

来
ま
し
た
。

来
年
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
お
伝
い
し
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
と
工

夫
を
し
な
が
ら
、
開
催
し
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
ｃ

清
田
第
五
町
内
会

第
２７
回

七
夕
ま
つ
り
の
集
い

８
月
７
日
清
田
第
五
町
内

会
で
子
ど
も
の
イ
ベ
ン
ト
第

二
弾
、
第
２７
回
七
夕
ま
つ
り

の
集
い
を
好
天
の
も
と
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
子
ど
も
と
大

人
を
合
せ
２
５
０
人
の
参
加

で
し
た
。

午
後
７
時
よ
り
２
班
に
分

か
れ
、
行
燈

（清
田
高
校
美

術
部
製
作
）
を
先
頭
に
提
灯

を
持

っ
て
町
内
を
行
進
し
ま

し
た
。

７
時
４５
分
か
ら
は
、
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
の
方
と
町
内
会
役

員
に
よ
り
、
花
火
の
打
上
げ

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
歓

声
が
西
公
園
の
夜
空
に
響
き

渡
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
全
員
に

参
加
賞
を
渡
し
、
事
故
も
な

く
終
了
し
ま
し
た
。

来
年
も
歴
史
の
あ
る
イ
ベ

ン
ト
を
絶
や
す
こ
と
が
な
い

よ
う
、
若
い
人
達
の
協
力
を

頂
き
な
が
ら
、
進
め
て
参
り

ま
す
。

清
田
第
四
町
内
会

憩
い
の
公
園

我
が
町
内
会
に
は
大
き
な

「清
田
中
央
公
園
」
の
他
に

「
ラ
イ
ラ

ッ
ク
公
園
」
と

「
ト
ン
ネ
川
４
号
橋
公
園
」

の
２
つ
小
さ
な
公
園
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
昭
和
５９
年
、
昭
和

６０
年
の
造
成
で
す
。

３０
年
以

上
経
過
し
老
朽
化
が
進
み
、

市
土
木
部
と
周
辺
住
民
と
の

意
見
交
換
会
を
経
て
新
し
い

公
園
が
令
和
元
年
８
月
に
完

成
し
ま
し
た
。

２
つ
の
公
園
は
樹
木
が
整

理
さ
れ
、
花
壇
や
藤
棚
、
砂

場
が
な
く
な
り
、
周
囲
が
芝
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生
で
お
お
わ
れ
明
る
く
開
放

的
な
公
園
に
な
り
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
川
４
号
橋
公
園
で

は
日
曜
祝
日
に
は
子
ど
も
た

ち
が
ブ
ラ
ン
コ
で
遊
び
、
芝

生
を
駆
け
回
り
ま
す
。

シ
ェ
ル
タ
ー

（四
角
い
屋

根
つ
き
の
ベ
ン
チ
）
で
は
大

人
や
年
配
者
の
明
る
い
声
が

弾
む
憩
い
の
公
園
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
の
で
す
。
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